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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の持続的改善が見られ、景気は緩

やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、東アジア諸国の緊張状態や米国の政策方針などの

地政学的なリスク要因により、依然として不透明感が払拭されない状況が続いております。 

当社グループが属する不動産流通業界におきましては、雇用・所得の改善傾向と低金利の住宅ローン

や政府の住宅取得支援策などにより住宅取得に対する関心が継続する一方、販売価格の上昇を受け消費

者には慎重な姿勢が見られます。新築偏重であった市場も国の政策などを背景に既存住宅流通活性化が

進み、その変化に対しての的確な対応が求められております。 

このような事業環境の中、認知度・利用意向度の全国的な向上を図るため、当社主催では初となる関

西圏にて第4回センチュリー21レディスゴルフトーナメントを開催致しました。 

既存住宅流通活性化施策としては、瑕疵保証商品の刷新や中古流通実務に特化した研修、インスペク

ション重説義務化対応研修などを実施しております。また、一部の加盟店の反響数・成約数の増加など

に成果が出始めている新営業支援システム「21Ｃｌｏｕｄ」利用の普及啓蒙活動と、付随する顧客管理

システムやＡＩを使った物件取り込みシステムなどの新規開発を継続しております。他にも顧客向け

サービスの充実を目的として、新電力サービスやポイントサービスなどを導入し好評を得ております。 

 このような状況のもと、期初における有力加盟店のフランチャイズ契約の解約の影響もあり、サービ

スフィー収入が前年同四半期比マイナス 3.8％で 60 百万円の減少で 1,517 百万円、ＩＴサービスは同

プラス 6.3％で 21 百万円の増加で 359 百万円、加盟金収入が同マイナス 3.1％で 2 百万円の減少で 82

百万円、その他が同プラス 24.3％で５百万円の増加で 29 百万円となり、全体としては同マイナス

1.8％で 35 百万円の減少で 1,989 百万円となりました。また、営業原価は、前年同四半期比プラス

2.9％で 18百万円の増加で654 百万円となりました。販売費及び一般管理費は、貸倒引当金繰入額等の

増加により、全体としては前年同四半期比プラス 1.6％で 11 百万円の増加で 720 百万円となりました。

その結果、営業利益は同マイナス9.6％で 65百万円の減少で614百万円、経常利益は同マイナス9.3％

で 66 百万円の減少で 654 百万円、四半期純利益は同マイナス 9.3％で 45 百万円の減少で 440 百万円と

なりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ 64 百万円減少し 6,388 百万円とな

りました。負債合計は、前事業年度末に比べ178百万円減少し906百万円となりました。純資産は、四

半期純利益が440百万円ありましたが、期末配当金275百万円の支払いがあり、また評価・換算差額等

が51百万円減少しましたので前事業年度末に比べ114百万円増加し5,482百万円となりました。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第２四半累計期間に関しまして、当社の収益の柱であるサービスフィー収入が前年同四半期 96.2%

と若干苦戦しておりますが、第３四半期以降につきましては概ね堅調に推移することが予想されます。

よって通期業績は、営業収益4,166百万円（前期比100.2%）、営業利益1,268百万円（同94.3%）、経常

利益1,335百万円（同94.6%）、当期純利益900百万円（同95.7%）を見込んでおります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

１．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

  （税金費用の計算） 

    税金費用に関しては、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的 

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

    該当事項はありません。 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当第２四半期累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

    該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第２四半期累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

    該当事項はありません。 
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４．補足情報 

（１）生産、受注及び販売の状況 

前第２四半期累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年９月 30 日）における加盟店数の

地域別及び営業収益の収入別・地域別内訳を示すと、以下のとおりであります。  (単位：店) 

 
地域別 

 

 
新規加盟店数 

 

 
退店(解約)数 

 

 
第２四半期末  
加盟店数 

 

 
前年同期比(％) 

 

首都圏 １６ １７ ４５３ １００．９ 

関西圏  ９  ３ ３２２ １０２．２ 

中部圏       ４  ２ ７６ １０５．６ 

九州圏 ２  ３   ５５ １０７．８ 

合 計 ３１ ２５ ９０６ １０２．１ 

 

(単位：千円) 

地域別 
サービス 
フィー 

前年同期比 
ＩＴ 

サービス 
前年同期比 加盟金 前年同期比 その他 前年同期比 営業収益合計 前年同期比 

首都圏  1,033,971   115.1%  338,068   110.7%   48,750   137.1% 23,702     93.3%  1,444,492  114.2% 

関西圏 411,611   106.8% - - 23,131 59.2% 128 19.5%   434,870 102.3% 

中部圏 92,794   111.9% - - 9,200     202.2% 3 0.6%  101,998  115.8% 

九州圏 39,932   106.7% - - 3,525    97.9%      -         -     43,457   105.9% 

合計  1,578,309   112.4%  338,068   110.7%    84,606    102.2%   23,834     89.4% 2,024,819  111.3% 

(注) 1. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
2. 上記サービスフィー収入に対する全加盟店の平成28年９月期地区別総取扱高、総取扱件数並
びに総受取手数料は、以下のとおりであります。 

(単位：千円／件) 

 
首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 合計 

総取扱高 269,595,373 97,273,948 26,150,891 11,180,677 404,200,891 

総取扱件数 163,165 29,778 5,672 4,205 202,820 

総受取手数料 17,098,378 6,806,961 1,495,992 687,409 26,088,741 
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当第２四半期累計期間（自 平成 29 年４月１日 至 平成 29 年９月 30 日）における加盟店数の

地域別及び営業収益の収入別・地域別内訳を示すと、以下のとおりであります。  (単位：店) 

 
地域別 

 

 
新規加盟店数 

 

 
退店(解約)数 

 

 
第２四半期末  
加盟店数 

 

 
前年同期比(％) 

 

首都圏 １６ ３１ ４４３ ９７．８ 

関西圏  ８  ４ ３３２ １０３．１ 

中部圏  ４ ２ ７９ １０３．９ 

九州圏  ３ ０   ６１ １１０．９ 

合 計 ３１  ３７ ９１５ １０１．０ 

 

(単位：千円) 

地域別 
サービス 
フィー 

前年同期比 
ＩＴ 

サービス 
前年同期比 加盟金 前年同期比 その他 前年同期比 営業収益合計 前年同期比 

首都圏 963,825    93.2%  359,471   106.3%   47,025     96.5% 29,623     125.0%   1,399,946  96.9% 

関西圏 411,774   100.0% - - 23,225 100.4%  -   -    434,999 100.0% 

中部圏 94,095   101.4% - - 7,100    77.2%     - -   101,195   99.2% 

九州圏 48,252   120.8% - - 4,650  131.9%      -         -      52,902   121.7% 

合計  1,517,948    96.2%  359,471   106.3%   82,000   96.9%   29,623     124.3%   1,989,043 98.2% 

(注) 1. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
2. 上記サービスフィー収入に対する全加盟店の平成29年９月期地区別総取扱高、総取扱件数並
びに総受取手数料は、以下のとおりであります。 

(単位：千円／件) 

 
首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 合計 

総取扱高 248,468,106 99,754,240 25,091,181 11,212,845 384,526,373 

総取扱件数 156,743 29,664 6,017 5,263 197,687 

総受取手数料 15,939,963 6,727,177 1,497,451 745,799 24,910,392 
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